
四
月
七
日
、
駐
屯
地

は
古
河
駐
屯
地
後
援
会

主
催
に
よ
る
「
駐
屯
地

観
桜
会
」
を
支
援
し
た
。

本
会
は
、
国
会
議
員

を
は
じ
め
、
古
河
市
長

及
び
茨
城
県
議
会
議
員
、

古
河
市
議
会
議
員
、
隊

友
会
古
河
・
下
館
支
部

長
等
の
招
待
者
百
三
十

五
名
と
隊
員
等
五
十
二

名
、
総
勢
百
八
十
七
名

の
参
加
者
に
よ
り
体
育

館
に
お
い
て
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

主
催
者
で
あ
る
古
河

駐
屯
地
後
援
会
会
長

青
木
正
夫
様
の
挨
拶
、

駐
屯
地
司
令
挨
拶
、
後

援
会
顧
問
（
衆
議
院
議

員
）
永
岡
桂
子
様
か
ら

の
来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹

介
、
祝
電
披
露
、
古
河

自
衛
隊
協
力
会
会
長

（
古
河
市
長
）
針
谷
力

様
に
よ
る
乾
杯
を
皮
切

り
に
、
歓
談
が
行
わ
れ
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
新
着
任
部
隊
長
等

の
紹
介
、
後
援
会
会
員

に
よ
る
日
本
舞
踊
（
若

柳
流
師
範

若
柳
紅
輔

氏
）
・
隊
員
に
よ
る
サ

ッ
ク
ス
演
奏
（
第
三
三

七
高
射
中
隊

石
原
二

曹
）
・
歌
手
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
（
河
奈
さ
ち

こ
氏
）
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

参
加
者
間
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、

観
桜
会
は
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

第 ４８号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｈ ３ ０ ． ４ ． １ ６

東部方面音楽隊

主催者挨拶
（青木後援会会長）

訓示受け

駐屯地司令挨拶
（平栗陸将補）

隊員による音楽演奏
（第３３７高射中隊 石原２曹）

儀じょう

三
月
二
十
二
日
、
東
部

方
面
総
監

住
田
陸
将
の

初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

来
隊
さ
れ
た
総
監
に
対

し
、
儀
じ
ょ
う
隊
に
よ
る

儀
じ
ょ
う
を
行
っ
た
の
ち
、

幹
部
挨
拶
、
状
況
報
告
、

隊
内
巡
視
と
続
い
た
。

そ
の
後
、
総
監
は
訓
示

に
お
い
て
「
多
様
な
任
務

に
確
実
に
対
応
し
完
遂
し

続
け
て
い
る
伝
統
を
継
承

し
、
任
務
の
重
要
性
を
十

分
理
解
し
、
団
結
強
固
に

し
て
規
律
厳
守
、
士
気
高

ら
か
な
部
隊
と
し
て
引
き

続
き
任
務
に
邁
進
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
」
（
抜

粋
）
と
述
べ
た
。

古
河
駐
屯
地
各
部
隊
等

は
総
監
要
望
事
項
、
期
待

さ
れ
て
い
る
事
項
を
具
現

化
す
べ
く
、
各
種
任
務
に

邁
進
し
て
い
く
。

オニツカサリー氏ライブ

三
月
二
十
一
日
、
古
河

駐
屯
地
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
、
隊
員
家
族
や
近
隣

の
中
学
生
、
協
力
関
係
者

等
を
招
待
し
、
駐
屯
地
及

び
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
、

親
近
感
を
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
隊
員
の
慰
労
の

場
を
提
供
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東
部

方
面
音
楽
隊
及
び
特
別
ゲ

ス
ト
の
茨
城
県
地
方
協
力

本
部
広
報
大
使

オ
ニ
ツ

カ
サ
リ
ー
氏
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
を
招
き
盛
大
に

行
わ
れ
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
二
組
は
、

美
し
い
歌
や
ダ
ン
ス
を
披

露
し
隊
員
達
を
魅
了
し
た
。

音
楽
隊
の
演
奏
が
始
ま

る
と
普
段
勤
務
な
ど
で
聞

く
こ
と
が
出
来
な
い
隊
員

達
は
、
重
厚
な
演
奏
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

来賓祝辞
（永岡衆議院議員）

新着任部隊長等の紹介歌謡ショー ・ 日本舞踊
（河奈さちこ氏） （若柳紅輔氏）



二
月
九
日
及
び
三
月
十

二
日
、
部
外
講
師
に
よ
る

講
演
会
を
実
施
し
た
。

講
師
及
び
演
題
は
、
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
日
本
代
表

田
山

寛
豪
氏
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
い
う
夢
の
実
現
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
準
備
、
試

練
を
乗
り
越
え
た
か
」
と

シ
ニ
ア
産
業
カ
ウ
ン
セ

ー
大
久
保
純
一
氏
「
ス
ト

レ
ス
の
気
づ
き
と
対
応
」

に
つ
い
て
講
演
し
て
頂
き
、

貴
重
な
自
身
の
体
験
談
、

厳
し
い
練
習
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
や
ス

ト
レ
ス
緩
和
法
、
う
つ
予

防
法
な
ど
を
教
え
て
頂
き
、

健
全
な
部
隊
の
育
成
・
隊

員
の
識
能
及
び
服
務
意
欲

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

（２） 平成３ ０年４月１ ６日

自衛官３６名

三
月
二
十
三
日
付
で
転
入
部
隊
長
等
を
含
め
三
十
六
名
の
隊

員
が
、
ま
た
、
四
月
一
日
付
で
十
八
名
の
事
務
官
等
が
新
戦
力

と
し
て
古
河
駐
屯
地
に
転
入
及
び
配
属
さ
れ
た
。

ラ

大久保 純一氏 田山 寛豪氏

三
月
十
六
日
、
第
一
施

設
団
兼
古
河
駐
屯
地
最
先

任
上
級
曹
長
交
代
式
が
行

わ
れ
、
下
番
最
先
任
上
級

曹
長
大
越
准
尉
の
功
績
を

称
え
る
と
と
も
に
、
隊
員

の
制
度
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
上
番
最
先
任
上

級
曹
長

海
老
沢
准
尉
は
、

「
為
せ
ば
成
る
」
掲
げ
、

「
歴
代
最
先
任
が
築
き
上

げ
て
き
た
伝
統
を
着
実
に

継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、

昨
今
の
我
が
国
を
取
り
巻

く
環
境
や
情
勢
を
踏
ま
え
、

部
隊
・
個
人
の
更
な
る
精

強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
部
隊
の
発
展
の

た
め
精
一
杯
尽
力
し
て
い

く
。
」
と
所
信
の
一
端
を

述
べ
た
。

上番最先任上級曹長 海老沢准尉 下番する大越准尉

第３３７高射中隊

杉浦２士

第１０１施設器材隊

原田２士

第１施設団本部

大越准尉 ５月１１日付

古河駐屯地業務隊

樗木２佐 ７月３日付

関東補給処古河支処

中田曹長 ７月７日付

関東補給処古河支処

鈴木曹長 ６月２３日付

第３３７高射中隊

金野２士

第３０１ダンプ車両中隊

奥山２士
第３０１ダンプ車両中隊

金子２士
第３０１ダンプ車両中隊

高橋２士

二
月
二
十
日
及
び
二
十
五
日
付
で
新
配
置
隊
員
七
名
が
部
隊

に
配
属
さ
れ
た
。古河駐屯地業務隊長

熊倉１佐
関東補給処古河支処長

大足１佐
第１施設団高級幕僚

田村２佐

第３０１高射直接支援中隊
第１直接支援小隊長

渡辺３尉

第１０１施設器材隊長

鎧塚２佐
最先任上級曹長

海老沢准尉

事務官等１８名

第１０１施設器材隊

今井２士



離任 第３０代 業務隊長
１等陸佐 中山順一

着任 第３１代 業務隊長
１等陸佐 熊倉弘典

三
月
二
十
二
日
付
け

で
第
三
十
代
業
務
隊
長

中
山
一
佐
が
離
任
さ
れ
、

新
た
に
二
十
三
日
付
け

で
第
三
十
一
代
業
務
隊

長
に
熊
倉
一
佐
が
着
任

し
た
。

中
山
一
佐
は
「
支
援

任
務
の
完
遂
」
を
統
率

方
針
と
し
、
部
隊
・
隊

員
の
為
に
積
極
支
援
に

徹
し
て
任
務
に
邁
進
さ

れ
駐
屯
地
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
。

第
三
十
一
代
業
務
隊

長
熊
倉
一
佐
は
先
代
業

務
隊
長
の
統
率
方
針
を

継
承
、

「
支
援
任
務
の
完
遂
」

す
べ
て
は
隊
員
・
部
隊

の
た
め
に
。
を
統
率
方

針
に
一
歩
で
も
高
み
を

め
ざ
し
任
務
完
遂
に
邁

進
す
る
所
存
で
あ
る
。

（３） 平成３ ０年４月１ ６日

)

隊員家族の声援 隊長紹介 鎧塚２佐隊長訓示

三
月
二
十
三
日
付

で
、
第
二
十
二
代
第

一
○
一
施
設
器
材
隊

長
と
し
て
鎧
塚
二
佐

が
着
任
し
た
。

鎧
塚
二
佐
は
、
着

任
の
辞
に
統
率
方
針

と
し
て
、
「
総
力
の

結
集
」
要
望
事
項
と

し
て
、
「
企
図
の
明

示
と
確
実
な
実
行
」

及
び
「
連
携
」
の
二

点
を
示
さ
れ
た
。

着
任
式
終
了
後
、

器
材
隊
の
概
要
及
び

現
況
等
に
つ
い
て
状

況
報
告
を
受
け
る
と

と
も
に
、
各
施
設
を

巡
視
し
、
器
材
隊
の

状
況
を
把
握
し
た
。

四
月
三
日
、
桜
が

舞
う
中
、
「
平
成
三

十
年
度
器
材
隊
戦
技

競
技
会
」
開
会
式
が

挙
行
さ
れ
た
。

鎧
塚
隊
長
は
「
一

丸
と
な
り
勝
利
を
追

求
せ
よ
」
「
安
全
管

理
を
徹
底
せ
よ
」
の

二
点
を
要
望
し
た
。

競
技
会
初
日
の
持

続
走
で
は
、
隊
員
及

び
隊
員
家
族
が
見
守

る
中
、
各
隊
員
が
日

頃
の
練
成
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
不
撓

不
屈
の
信
念
で
各
中

（
付
）
隊
隊
員
が

ゴ
ー
ル
の
瞬
間
ま
で

力
走
し
た
。

祝賀会食 シャフト曲りの計測

重量物積載

記念式典

二
月
十
四
日
か
ら
三

月
二
十
日
ま
で
の
間
、

整
備
工
場
に
お
い
て
整

備
競
技
会
を
実
施
し
た
。

競
技
者
は
、
日
頃
の

業
務
で
培
っ
た
整
備
技

術
の
技
を
競
い
合
う
と

と
も
に
本
競
技
会
を
通

じ
、
各
人
の
整
備
知
識

及
び
整
備
技
術
の
進
歩

向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
。

三
月
三
日
、
古
河
補

給
処
Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
古
河
支
処
創

立
二
十
周
年
記
念
行
事

を
開
催
し
た
。

二
十
周
年
の
節
目
に

あ
た
り
、
記
念
式
典
及

び
Ｏ
Ｂ
会
長
・
支
処
長

に
よ
る
「
こ
れ
ま
で
の

二
十
年
、
こ
れ
か
ら
の

二
十
年
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
記
念
講
演
を
実
施

し
た
。

祝
賀
会
食
で
は
、
Ｏ

Ｂ
会
記
念
品
贈
呈
セ
レ

モ
ニ
ー
や
和
太
鼓
演
奏

等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
部
内
外
多
数

の
来
賓
と
支
処
隊
員
の

親
睦
・
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
記
念
行
事

は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

二
月
十
九
日
、
保
管

分
類
課
に
お
い
て
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
競
技
会
を

実
施
し
た
。

競
技
者
は
、
重
量
物

を
運
搬
し
な
が
ら
コ
ー

ス
の
障
害
等
を
通
過
し
、

高
所
の
棚
に
積
載
す
る

一
連
の
動
作
を
競
い
合

い
、
運
転
技
術
の
習
得

及
び
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
／
四
半
期
の
間
、

女
性
自
衛
官
隊
舎
浴
場

設
備
、
看
板
（
隊
舎
・

食
堂
等)

、
道
路
設
備

（
道
路
標
識
・
白
線
等

受
水
槽
等
の
補
修
及
び

樹
木
へ
の
薬
剤
注
入
等
、

各
種
施
設
整
備
を
実
施

し
勤
務
・
生
活
環
境
の

不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。

ニ
月
二
十
四
日
、
業

務
隊
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
刀

水
会
の
参
加
を
得
、
創

隊
六
十
三
周
年
記
念
行

事
を
実
施
し
た
。

総
会
の
支
援
に
引
き

続
き
、
業
務
隊
Ｏ
Ｂ
の

方
々
と
の
祝
賀
会
食
を

実
施
し
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

祝賀会食

看板改修



一
月
十
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
間
、
古
河
駐
屯
地

に
お
い
て
第
一
○
二
施
設

直
接
支
援
大
隊
持
続
走
競

技
会
を
実
施
し
た
。

競
技
は
断
郊
走
が
行
わ

れ
、
各
隊
員
は
日
々
の
練

成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
隊
員
の
体
力
・
気
力

の
向
上
、
部
隊
の
団
結
の

強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を

図
っ
た
。

（４） 平成３ ０年 ４月 １ ６日

任期満了退職者見送り

定期異動記念写真

訓練検閲朝霞より転属となった甲地３曹 記念品を贈呈される熊倉３曹

。

整備実習

概要説明 委嘱式

三
月
七
日
、
平
成
二

十
九
年
度
駐
屯
地
モ
ニ

タ
ー
終
了
式
及
び
平
成

三
十
年
駐
屯
地
モ
ニ
タ

ー
委
嘱
式
を
実
施
し
た
。

終
了
者
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
駐
屯
地
に
対

す
る
意
見
、
要
望
等
を

お
願
い
し
、
委
嘱
者
に

対
し
て
は
、
モ
ニ
タ
ー

の
役
割
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
の
概

要
及
び
古
河
駐
屯
地
や

隊
員
の
活
躍
等
を
説
明

し
た
の
ち
、
駐
屯
地
内

を
案
内
し
た
。

ま
た
、
副
団
長
等
を

交
え
意
見
を
交
換
し
て
、

駐
屯
地
と
地
域
社
会
と

の
一
体
化
を
図
る
と
と

も
に
、
親
近
感
の
醸
成

を
図
っ
た
。

一
月
九
日
か
ら
三
月
十

六
日
ま
で
の
間
、
駐
屯
地

業
務
隊
が
実
施
す
る
駐
屯

地
構
内
工
事
（
第
二
期
）

が
開
始
さ
れ
、
福
本
二
曹

以
下
十
名
が
支
援
し
た
。

ク
ロ
ス
ウ
ェ
ー
ブ
・
Ｕ

字
溝
の
設
置
な
ど
を
行
い
、

駐
屯
地
の
環
境
整
備
に
寄

与
し
、
工
事
を
通
じ
て
、

施
設
基
礎
動
作
及
び
測
量

等
の
施
設
技
術
の
向
上
を

図
っ
た
。

Ｕ字溝の設置

二
月
二
十
七
日
か
ら
三

月
一
日
ま
で
の
間
、
古
河

駐
屯
地
か
ら
豊
川
駐
屯
地

ま
で
の
長
距
離
機
動
訓
練

を
実
施
し
た
。

中
央
道
・
東
名
・
新
東

名
の
三
経
路
に
区
分
し
、

各
経
路
に
お
け
る
地
誌
資

料
収
集
活
動
を
実
施
し
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災

害
派
遣
活
動
の
資
と
し
た
。

ま
た
、
資
料
館
を
研
修
し
、

展
示
品
の
説
明
を
受
け
、

精
神
教
育
の
一
助
を
得
た
。

豊川駐屯地資料館研修

一
月
九
日
か
ら
三
月
二

十
日
ま
で
の
間
、
古
河
駐

屯
地
に
お
い
て
陸
士
特
技

課
程
「
施
設
機
械
整
備
」

を
実
施
し
た
。

学
生
達
は
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
及
び
施
設
器

材
等
を
中
心
と
す
る
整
備

実
習
作
業
や
施
設
学
校
研

修
等
を
行
い
整
備
に
関
す

る
知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
っ
た
。

疾走する隊員

三
月
二
十
二
日
、
第

三
二
〇
基
地
通
信
中
隊

古
河
派
遣
隊
で
は
、
定

期
異
動
に
よ
り
勝
田
駐

屯
地
へ
異
動
と
な
る
熊

谷
三
曹
の
見
送
り
行
事

が
行
わ
れ
た
。

新
配
置
隊
員
以
降
、

初
め
て
の
異
動
と
な
る

熊
谷
三
曹
は
同
中
隊
の

勝
田
派
遣
隊
へ
転
出
と

な
っ
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
三

日
付
、
朝
霞
駐
屯
地
か

ら
甲
地
三
曹
が
古
河
派

遣
隊
へ
転
入
し
た
。

古
河
駐
屯
地
勤
務
は

初
め
て
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
一
日
も
早
く
勤

務
環
境
に
な
れ
る
よ
う

派
遣
隊
一
丸
と
な
っ
て

支
え
、
団
結
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

三
月
二
十
九
日
、
任

期
満
了
退
職
者
送
別
が

行
わ
れ
、
駐
屯
地
の
皆

様
に
可
愛
が
ら
れ
た
杉

山
士
長
が
、
中
隊
の
隊

員
に
見
送
ら
れ
退
職
し

た
。援

護
セ
ン
タ
ー
の
ご

支
援
に
よ
り
就
職
も
決

ま
り
、
今
後
は
警
備
員

及
び
予
備
自
衛
官
と
し

て
頑
張
っ
て
い
く
。

三
月
二
十
三
日
付
で

三
名
の
隊
員
が
第
三
四

一
会
計
隊
に
着
隊
し
た

新
た
に
先
任
上
級
曹

長
に
澤
山
一
曹
（
右
）

業
務
班
に
佐
藤
一
曹

（
中
）
佐
々
木
二
曹

（
左
）
が
加
わ
っ
た
。

隊
長
を
核
心
と
し
て

今
後
一
層
の
団
結
の
強

化
に
努
め
て
い
く
。

三
月
二
日
か
ら
七
日
ま

で
の
間
、
第
二
高
射
特
科

群
は
平
成
二
九
年
度
方
面

野
外
行
動
訓
練
検
閲
を
受

閲
し
た
。

第
三
三
七
高
射
中
隊
に

お
い
て
は
相
馬
ヶ
原
演
習

場
に
機
動
し
、
任
務
を
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
第
三
○
七
施
設

隊
と
連
携
し
、
一
ｔ
土
嚢

に
よ
る
強
靭
な
陣
地
を
構

築
し
「
良
好
」
の
成
果
獲

得
に
寄
与
し
た
。

転入者３名

三
月
二
十
二
日
の
定

期
異
動
に
伴
い
、
七
名

の
隊
員
が
高
射
中
隊
を

去
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
隊
の
原
動
力
と
な

り
、
伝
統
を
築
い
て
き

た
七
名
の
隊
員
が
転
属

す
る
こ
と
は
中
隊
に
と

っ
て
寂
し
い
限
り
で
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
よ
り

一
層
団
結
を
強
化
し
、

強
靭
な
高
射
中
隊
を
目

指
し
訓
練
に
邁
進
し
て

い
く
。


